
ワークショップの流れ



■新庁舎に期待することは？

■新福祉会館に期待することは？

■新庁舎と新福祉会館が同一敷地にある
ことで、どんなことが期待できるか？

前回のおさらい

前回のおさらい Ａグループ



前回のおさらい Ｂグループ

前回のおさらい Ｃグループ



前回のおさらい Ｄグループ

前回のおさらい Ｅグループ



前回のおさらい 全体概要

新庁舎の基本理念を実現するに
は市民の利用率や稼働率を向上
させる工夫が必要では？

新庁舎と（仮称）新福祉会館の
窓口の関係性ってどうするの？

新庁舎と（仮称）新福祉会館、
建物を別々にする必要ってある
の？

市民に利用される、失敗しない
「福祉総合相談窓口」って？

ご議論の項目
で良いかも

前回のおさらい（ご意見・ご質疑）



• どんな風に機能しているの？組織の在り方を見直す必要はない？
• 市との関係はどうなっているの？窓口業務の委託先として考えている？

社会福祉協議会について

• 入浴サービスはないの？
• 視聴覚室はないの？
• 福祉共同作業所はないの？
• 公民館はないの？

旧福祉会館にあったけれど（仮称）新福祉会館には…

• 官民の役割分担、切り分けは？

（仮称）新福祉会館の管理運営はどうなる？

前回のおさらい（ご意見・ご質疑）

• すべての工事をできるだけ早く終わらせて

• 敷地をどういう風に利用するのか、いつ決まる？

• 清掃関連施設はどうなる？

庁舎建設予定地内の清掃関連施設について

• 公共施設等総合管理計画「意志決定過程の透明化」

• ワークショップの成果反映

• 資料の配布について

ワークショップの進め方について

前回のおさらい（ご意見・ご質疑）



ワークショップとは、

ある目的のためにグループをつくって、

共同体験や、共同作業を通じ、

、

のことです・・・・

・施設のハード面だけでなく、

をみんなで一緒に想像しながら考える。

・一緒に考えることで、 を広げてい

ければ

・完成後も



■新庁舎と新福祉会館を同じ敷地に建設したら
どんなことができる？

■どんなスペースが必要で、そこで何をする？

■そのためには、どんな建築的な仕掛けが必要？

前回の議論



空間 活動

• 新庁舎と新福祉会館を同じ敷地に建設したら
どんなことができる？

• どんなスペースが必要で、そこで何をする？
• そのためには、どんな建築的な仕掛けが必要？

皆さんが思い描く新しい新庁舎・新福祉会館のイメージ
～望ましい空間や新庁舎・新福祉会館で繰り広げられる活動のイメージとは～

この場所、この施設には
どのような空間があった
ほうがいい？

この場所、この施設で
どんな活動をしたい？

議論のテーマ

グループディスカッションの進め方



ワークショップの４つのルール

全員が自分の考えを発言
できるように、出来るだけ
簡潔にお話ししましょう。

考え方・意見が違うのは当た
り前です。人の話をさえぎっ
たり、否定しないように。

新庁舎・新福祉会館づくり
のこれからのために、皆さ
んの考えは「文字」にして
残してください。

お互いのまちに対する想いを
共有する場です。自分の想い
を語り、人の想いを聞き、楽
しく語り合ってください。



第２回で示された意見を踏まえた
を提示


